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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年3月11日(2010.3.11)

【公表番号】特表2009-539387(P2009-539387A)
【公表日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2009-514641(P2009-514641)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｎ   1/00    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月22日(2010.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらなる態様において、本発明は、上述の方法を実施する手段を有するシステムに関す
る。前記システムは、上述の方法を実行する手段を構成するコンピュータコード部分を含
むコンピュータなどのいずれかの好適なシステムである場合がある。前記システムは、２
００６年１０月１６日出願の“Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　ｃｈａｎｇｅ　
ｉｎ　ａ　ｃｅｌｌ　ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ”と題する係属中のＰＣＴ出願に記載のシス
テムなど、異なる時間間隔で胚の画像を取得する手段もさらに含む場合がある。
　したがって、本発明は、以下の項目を提供する：
（項目１）
　胚品質を判定するための方法であって、一定期間にわたってこの胚をモニタリングする
工程であって、この一定期間が少なくとも１つの細胞分裂期と分裂間期の少なくとも一部
とを含むのに十分な長さを有する、工程と、ｉ）この少なくとも１つの細胞分裂期の長さ
を判定する工程、および／またはｉｉ）この細胞分裂期の間の細胞運動または細胞小器官
運動の程度および／または空間的分布を判定する工程、および／またはｉｉｉ）分裂間期
の継続期間を判定する工程、および／またはｉｖ）この分裂間期の間の細胞運動または細
胞小器官運動の程度および／または空間的分布を判定する工程とを含み、それによって胚
品質の指標を得る、方法。
（項目２）
　上記胚が、少なくとも２つの細胞分裂期を含む一定期間にわたってモニタリングされる
、項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記胚が、少なくとも３つの細胞分裂期を含む一定期間にわたってモニタリングされる
、項目１に記載の方法。
（項目４）
　各細胞分裂期の長さが判定される、項目１～３のいずれか一項に記載の方法。
（項目５）
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　各分裂間期の長さが判定される、項目１～４のいずれか一項に記載の方法。
（項目６）
　少なくとも２つの分裂間期における細胞運動の期間が判定される、項目１～５のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目７）
　少なくとも２つの分裂間期における細胞運動の程度が判定される、項目１～６のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目８）
　上記少なくとも２つの分裂間期が、連続した分裂間期である、項目６または７に記載の
方法。
（項目９）
　上記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、上記分裂間期の間の細胞運動の判定
とが実施される、項目１～８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１０）
　上記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、上記分裂間期の間の細胞運動の期間
の判定とが実施される、項目１～９のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１）
　上記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、上記分裂間期の間の細胞運動の判定
と、この分裂間期の間の細胞運動の期間の判定とが実施される、項目１～１０のいずれか
一項に記載の方法。
（項目１２）
　移植に好適な胚を選択するための方法であって、項目１～１１のいずれか一項に記載の
胚をモニタリングする工程と、胚品質の指標を得る工程と、最高胚品質の指標を有する胚
を選択する工程とを含む、方法。
（項目１３）
　一定期間にわたって胚をモニタリングするための手段を含む胚品質を判定するためのシ
ステムであって、この一定期間が少なくとも１つの細胞分裂期と分裂間期の少なくとも一
部とを含むのに十分な長さを有し、このシステムは、さらに、この少なくとも１つの細胞
分裂期の長さを判定する、および／またはこの分裂間期の間の細胞運動を判定する、およ
び／または分裂間期の間の細胞運動の期間の長さを判定するための手段と、この細胞分裂
期およびこの分裂間期におけるこの判定を基に胚品質の指標を判定するための手段とを有
する、システム。
（項目１４）
　項目１～１１のいずれか一項に記載の特徴の１つ以上を判定するための手段を含む、項
目１３に記載のシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胚品質を判定するための方法であって、該方法は、一定期間にわたって該胚をモニタリ
ングする工程であって、該一定期間が少なくとも１つの細胞分裂期を含むのに十分な長さ
を有する、工程と、少なくとも２つの分裂間期内の細胞運動または細胞小器官運動の程度
および／または空間的分布を判定する工程とを含み、それによって胚品質の指標を得る、
方法。
【請求項２】
　前記胚が、少なくとも２つの細胞分裂期を含む一定期間にわたってモニタリングされる
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、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記胚が、少なくとも３つの細胞分裂期を含む一定期間にわたってモニタリングされる
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの細胞分裂期の長さが判定される、請求項１～３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項５】
　１つの分裂間期の継続期間が判定される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記細胞分裂期の間の細胞運動または細胞小器官運動の程度および／または空間的分布
が判定される、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　各細胞分裂期の長さが判定される、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　各分裂間期の長さが判定される、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも２つの分裂間期における細胞運動の期間が判定される、請求項１～８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも２つの分裂間期が、連続した分裂間期である、請求項１～９のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、前記分裂間期の間の細胞運動または
細胞小器官運動の程度および／または空間的分布の判定とが実施される、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、前記分裂間期の間の細胞運動の期間
の判定とが実施される、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの細胞分裂期の長さの判定と、前記分裂間期の間の細胞運動または
細胞小器官運動の程度および／または空間的分布の判定と、該分裂間期の間の細胞運動の
期間の判定とが実施される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　移植に好適な胚を選択するための方法であって、請求項１～１３のいずれか一項に記載
の胚をモニタリングする工程と、胚品質の指標を得る工程と、最高胚品質の指標を有する
胚を選択する工程とを含む、方法。
【請求項１５】
　一定期間にわたって胚をモニタリングするための手段を含む胚品質を判定するためのシ
ステムであって、該一定期間が少なくとも１つの細胞分裂期を含むのに十分な長さを有し
、該システムは、さらに、少なくとも２つの分裂間期内の細胞運動または細胞小器官運動
細胞運動の程度および／または空間的分布を判定するための手段と、該細胞分裂期および
該分裂間期における該判定を基に胚品質の指標を判定するための手段とを有する、システ
ム。
【請求項１６】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の特徴の１つ以上を判定するための手段を含む、
請求項１５に記載のシステム。
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